
分野 科目名 配当年次 開講期

専門分野Ⅱ 母性看護学Ⅱ 2年次 前期

単位数 時間 担当教員 実務経験の有無

1単位
（15時間）

16時間 大島ゆかり 専任教員 有

授業

の概

要

妊婦の身体的・心理的・社会的特徴を理解し、新しい生命の誕生において母子が安全で安楽に過ご

すために必要な看護を学ぶ。

到達

目標

１． 妊娠期の身体的特性および心理的・社会的特性を理解できる。

２． 妊娠期に必要な看護技術を理解できる。

３． 妊娠・出産に関する法律と施策を理解できる。

４． 妊娠に起こりやすいマイナートラブルとハイリスク妊婦の看護を理解できる。

５． 妊娠期に必要な保健指導内容を理解できる。

授業

計画

№ 授業内容 授業方法 備考

１ 妊娠の成り立ち・妊娠経過に伴う母体の解剖的変化 講義

２ 妊娠経過に伴う母体の生理的変化 講義

３ 胎児の発育とその生理

妊婦の心理的・社会的特性、母親・父親役割取得過程
講義

４ 母性看護技術：妊婦健康診査、産科的診察法 講義

５ 妊娠期に必要な保健指導

マイナートラブルと日常生活の過ごし方

グループワー

ク
事前課題あり

６ ハイリスク妊婦と看護

妊娠初期：感染症・流産・妊娠悪阻

妊娠中期：妊娠糖尿病・妊娠高血圧症候群・血液型不適合

妊娠

講義 事前課題あり

７ ハイリスク妊婦と看護

妊娠後期：多胎妊娠・早産・前置胎盤・常位胎盤早期剥離
講義 事前課題あり

８ 妊娠・出産に関する法律と施策

母子保健法と主な施策

勤労妊婦の母性保護規定（労働基準法・男女雇用機会均等

法・育児介護休業法）

グループワー

ク

評価
期末試験 100点分
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